	順位
	
	質問者
	林　　高正

	項　　目
	質　　問　　の　　要　　旨
	答弁を

求める者

	１．中心市街地の

活性化への取り組みについて
２．庄原保育所の未満時保育と特例延長保育の現状について
３．４月から再配置された小学校の現状について
	　市長は就任当初より「中心市街地の活性化」を掲げてこられました。新庁舎を現在地に建設されることを決定された大きな要因の一つは、「まちの衰退に歯止めをかける」だったと記憶しています。しかしながら、法務局は去り、職業安定所は出張所となり、労金は相談センターとなりました。まちの中を歩いてみると、かなり数のお店がお止めになっていたり、建物が無くなり新地になっていたりします。そうです、皆さんの頑張りにも限界があるということです。
　そこで、具体的なこれからの活性化への取り組みについてお伺いしたいと思いますので、以下の３点についてお聞かせ下さい。
1 ２００５年４月から本年３月末までの３年間で、お店（個人商店）を閉めた数とお店を開かれた数はいくらですか。また、それらの業種についても教えてください。

2 平成２０年度事業に上がっている、「まちなか空き店舗活用整備事業」事業費３０００万円の具体的事業内容をお知らせ下さい。（私的に、③に非常に関連している）
3 新庁舎に設置されるペレットボイラーは大型で、性能も高く、時代の先端をいくものですから、近隣の県・市・町からの視察も相当のものと予想されます。私は、そのボイラー等の設備を環境啓発観光施設として利用することを提案いたします。つまり、環境問題を全面に出した観光施設とし、こだわりのある記念品やお食事を提供するエリアを「まちなか空き店舗活用整備事業」で行う。

３月議会では計画段階だったので、具体的なお話が聞かせて頂けませんでした。募集チラシも出されましたので、保育士の確保、看護師の確保、施設改修なども完了していると思いますので、具体的な保育体制についてお聞かせ下さい。
　様々な議論を経て、９校の小学校が休校となり、学校が纏められました。「地域の子供は地域で」と言いながら、かなりの距離をタクシーで通学する児童もおられるようです。そういう意味では、纏められたのではなく、集められたのかも知れません。
　そこで、以下の点について質問いたします。

1 児童数が増えることによって教育的効果は上がりましたか下がりましたか
2 異なる地域が一緒になることで、保護者の負担は増したのではありませんか
3 遠距離通学による子供のストレスはどうですか。
4 スクールバスやタクシー利用による通学と徒歩通学との線引きはどうなのか。バスの席に空きがあれば誰でも乗れるのでしょうか。はたまた、キッチリとした具体的基準はあるのでしょうか。
5 現場（先生）に混乱は起きませんでしたか
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